
本校では平成２６年度より「持続可能な社会を実現する守山プロジェクト」と銘打って、２１世紀最大の課

題である持続可能な発展を考える活動を行っている。そのために文部科学省の支援を得て京都大学大学院か

らガノン・トレーシー特任准教授を招聘し、助言を得ながらさまざまな活動を行った。 

 

◇主な活動内容 
（１）学校のサステイナビリティ調査：「How Green is Your School?」（高校生） 

 ガノン・トレーシー准教授 特別講義      生徒主体の調査方法検討作業 

 

・本年度５月から 7月までの期間に、ガノン先生指導に基づいて学校環境調査を高校２年生徒全員で実施し

た。実施の具体的方法や計画は、自発的に活動の中心メンバーとなった生徒を主体とし、生徒主体で討議を

繰り返し行った。調査前の特別講義は、アクティブラーニング形式で実施した。 

 

  講義用資料     調査結果（総合評価） 

・調査は学校の環境状況・エネルギー使用量等についてのもので、学校が地球にどれだけ負担をかけている

かを、「フットプリント」という概念で表した。このような調査結果を数値化して環境教育活動を行う学校は

全国でも少ない。 

なお、活動の成果は、7 月に開催した本校学園祭で全校生徒を対象にプレゼンテーション発表した。活動

成果を今後の学校全体の活動に発展させていきたい。 
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（２）蛍再生プロジェクト（中学生・高校生） 

・守山のゲンジボタルは、古くから群生地として知られ、大正１３年（1924 年）には国の天然記念物にも指

定された。しかし、その後の自然環境の悪化により絶滅したとされ、現在見られるものの多くは、地元の方々

の努力で人工増殖されたものである。ただし、市内には自生している場所も確認されている。 

今年度、地元のＮＰＯ団体（「碧いびわ湖」）からの申し出を受け、本校生が主体となってゲンジボタルの

再生に取り組むことになった。本研究は守山市役所や、市のまちづくり会社「みらいもりやま２１」とも協

同している。 

・研究の中心メンバーは、中学・高校生から募集した１６名であるが、今年度はホタルの生息場所の環境調

査からスタートした。 

  

・この調査をもとに今後の取組内容について検討を重ね、来年度は４月からホタルが自然増殖できるよう、

生息場所の環境を整えるための簡単な河川工事を行うことになった。活動の際には、「碧いびわ湖」所属の工

学博士や、守山市の環境政策課、「みらいもりやま２１」の専門家の方々の支援を受けることになっている。

また、ある程度の目処が立てば、学校全体の活動として市街地部の環境整備に取り組むことも視野に入れて

いる。 

・全国的に見ても都市部における蛍再生の成功例はない。このプロジェクトが成功すれば、全国で同様な試

みを行われている方々にとって福音になると思われる。 
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